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１．経緯 
  在特会の会員のほとんどは男性で、女性は少ない。
ホームページによると、男性会員10506人、女性会
員 1792人であり、85％を男性が占める1。もともと、
極右支持層は男性が多いという知見は西欧で得られ
ており（Gidengil et al. 2005: 1171; Givens 2005）、その
意味で目新しい知見とはいえない。筆者も、現時点
で実施した33名に対する聞き取りのうち、女性には
4名しかインタビューできていない2。そのうちの 1
人が本稿で紹介するM氏（30代女性）であり、以
下では2011年11月18日に実施した聞き取り記録を
再構成して彼女の経験をみていきたい。 
 
２．政治に対する関心、イデオロギー志向 
  （政治に対する関心はありましたか）はい。小学
校高学年、中学生にかけてくらいですかね。よく図
書館に通ってたんですよ。で、とにかく本を読むの
が好きで、歴史の本̶̶当然難しい本は読めないん
ですけど、ありきたりのところでいうと小林よしの
                                                      
1 在特会ホームページより、2012年10月4日閲覧
（http://www.zaitokukai.info/modules/about/zai/membermap.html）。 
2 このうち 1 人の女性については、樋口（2012g）で紹介してい
る。それ以外の活動家に対する聞き取り、彼ら彼女らが動員され
るプロセスについては、樋口（2012a, b, c, d, e）を参照。調査に際
しての筆者の立場についても、これらの原稿で述べてある。 
りの漫画とか。とにかくいろんな本を読んでたから、
そこに引っかかったのが小林よしのりだったんです
けど。その当時はインターネットとかあまりなかっ
たんで。でも、関心というほどじゃないね、ただ本
を読んでたということですね。 
  雑誌もありますよね、『正論』とか、そういうのも
読んでました。大学生の間だけだったと思います、
購読してたのは。あとは目にとまった時にちょこち
ょこと。学校･･･バイトめちゃくちゃやってたんで、
本を読む時間というのは、移動時間だけですね。移
動時間といっても、片道2時間かけてたんで。電車
下りてバス乗って、バスまた乗り継いでっていうん
で。だから、とにかく読むものがほしいんですよ。 
北朝鮮の問題･･･ちょうど大学（生）の時に拉致被
害者が一部帰ってこない･･･。全部が全部ってわけじ
ゃないんですけど、そういうことを議論する友達、
先輩もいましたよ。あと先生も。ゼミが中心ですね。
（専門は）英文学です。その頃はあんまりインター
ネットも使ってなかったし。今みたいに活発に在特
会みたいなサイトもなかったんじゃないかな、と思
うんですよね。見てないから記憶してないんですけ
ど。とにかく、地元から大学に通ってたんで、本を
読む時間というのは結構あったんですよ。暇つぶし
も兼ねてですね。他の子だったらファッション誌と
か見るのかもしれないんですけど。（どうして正論を
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知ったのか）拉致被害者が帰って来たという見出し
に惹かれたのかもしれないです。 
で、在日特権を許さない市民の会に入ってるんで
すけど、歴史の問題とかには興味持って問題も感じ
てたんですけど、でも在日問題ってあまり知らなか
ったんですよね、実は。薄々気づいてたのかもしれ
ないんですけど、そこにあまり着目してなかったん
ですけど、やっぱり歴史の問題ですよね。ただその、
在日韓国人が書いたような本も読んでましたし。小
説家でもいますよね、在日の作家とか。 
  やっぱインターネットが使えるようになって、何
かしらの違和感はそれまで感じてたんですよ。マス
コミとか、学校教育であるとか。学校で戦争の、そ
ういう特別な授業があるじゃないですか。とにかく
日本人は悪いことをした、しかも作文書かされたり。
福沢諭吉は悪い人だとか、そういうどこの学校でも
多分そうだったと思いますけど。人権教育とかそう
いうのはありましたし。そういう冊子とか、そうい
う本は必ず学校においてますし。 
（選挙には）毎回行ってます。必ず行ってます。
どうして（選挙に行くのか）とか考えたこともない
かもしれない。親が絶対行けっていうんですけど。
大体地元が自民一色なんですよね。それで、親の付
き合いとかでだいたい言ってくるんですけど。大体、
他に入れられるところないんですよね。他に選択肢
がないというか。共産と2人とか、そういうことが
結構あったり。民主党は、あんまりないです、自分
の地元では。 
  支持政党･･･それ難しいですよね。ここはダメ、こ
こはダメというのしかないから。政党という大きな
くくりで言っても、結局その中の人を見ないと。で
も、消極的な選択で自民党になるのかもしれないで
すね。まあ、他の有望な政党がもっと力をつけてき
てというのであれば、また考えるんですけど。へん
にばらけて（投票して）もっていう･･･。 
 
３．「外国人問題」への関心、在特会との出会い 
  ありますよ。韓国人・中国人とか小さい頃あんま
わからないんですけど、フィリピン人とかめっちゃ
いました。歓楽街というか、そういうところに家が
あるんで。フィリピン人は多いですね。あとは大学
行ったら韓国人とか、中国人の留学生いっぱいいま
すし。友達もいましたよ。 
在特会に入るきっかけになったのが、フィリピン
人のカルデロン一家、やっぱり「これはもうマスコ
ミおかしいぞ」って思ってて。（一家のことはテレビ
で）やってました。なんかかわいそうって。「何がか
わいそうだ、てめえ（と思った）」。テレビの報道は
おかしいなと思ってたんで̶̶その動画見つける前
ですけど。周りの人間に聞いたんですよ、どう思い
ますかって。やっぱり薄々おかしいって思っている
人、結構いるんですよね。で、自分が心が狭い人間
じゃなかったんだって。会社の人間であったりとか、
あんだけテレビでかわいそうかわいそうって言って
たら、自分のほうがおかしいんじゃないかって、ふ
と思うわけですよ。 
たまたま Youtubeでですね、桜井会長が入国管理
局前で街宣したんですよ。それをたまたま見かけて、
「やっぱりそういう風に思っている人っているんだ
な」って。Youtube とかよく見てたんですよ、結構
あれ注目されてたんですかね、トップ開いたら出た
んで。音楽聴いたり。暇つぶしになるんで。そんな
に昔（からみていたわけ）じゃないです。見出した
頃ですかね。あの圧倒的な街宣を見てですね、すご
いと思って。それからしばらくは動画を見る感じで。
ホームページがありますよね、入会して。カルデロ
ン問題をたまたま動画で見たんですけど、そこから
ホームページにいくと在日特権を許さない市民の会
ってことで、というのじゃおかしいですかね。韓国
人・朝鮮人が嫌いですもの･･･嘘つき（だから）。と
にかく謝罪しろ、賠償しろ、ですよね。 
でも、参加するっていっても別に友達がいるわけ
でもないんですけど。地元でもやってるんだってい
うのがわかって。最初に参加したのが、一昨年の 5
月だったと思いますね、ゴールデンウィークだった
と思います。5 月のゴールデンウィークの外国人参
政権反対デモだったと思います。横断幕が確か外国
人参政権反対って。あと年金問題ですね。地元で問
題になってたのが。そのことが書かれてありました。
（運動経験は）初めてです、まったくの。結構思い
立ったらやるっていう判断で。 
  世の中のおかしい̶̶おかしいぞって、こうやっ
て活動してる人たちがいるんで、自分も合流しなけ
ればいけないなと思って。だから、まったく最初、
素人で参加して何ができるってわけでもないんです
けど、頭数にはなるかなっていうんで。それまでそ
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ういう、一般（市民）でこんだけの規模でっていう
のがなかったと思うんですよ。まず、日章旗持って
そういう在日特権に断固反対みたいな、そういうの
なかったですよね。参加しなきゃいけないなって思
った。 
 （関心がある）問題･･･まあ、在日の年金問題です
よね、参政権の問題ですよね。あとは、何あったっ
け･･･結局全部つながってるのは、攻撃対象がつなが
ってるんですよね。慰安婦賠償問題とか、朝鮮学校
の無償化とか･･･実際ですね、地元でそういうのやっ
てるんですけど、攻撃対象というか、戦っている相
手は全部おんなじなんですよ、人脈が。この前あっ
た原発反対のにしても。だから、自ずとそうなって
いくんですけど。 
  今までベースの特権があって、さらに上乗せを狙
ってるわけなんですよね。いい加減にしろよってい
う。今まで自分たちが得た特権に対しても、感謝と
かそういうのがなしに、さらに特権を要求するって
いう。今まで黙っていたけど、既存のそういう特権
だっておかしいじゃないかって。究極の目標ってい
うのは、在特会のですね、入管特例法の廃止ですよ
ね。そこまで要求するんだったら、もうこっちもと
ことん追い出すまで追い込むぞっていう、実際それ
ができるかどうかは別問題なんですけど、そういう
姿勢を見せておかないと。在日特権の具体的なもの
については、在特会で学んだことが多いです。 
  （それまで活動していなかったのは）受け皿がな
かったですものね。ネットで情報を見るにとどまっ
てました。在特会が早くからやってれば、一緒に参
加してたっていうのは断言できるんですけど。そう
いう受け皿としての役割ってすごく大きいと思いま
すよ。 
（救う会は）知らなかったんだと思います、地元
でやっているというのは。歴史教科書を作る会、そ
のへんのも見てましたし、動きをですね。ネットと
か。（しかし）一般大衆の運動ではなかったんですよ
ね。その時でも何かやり方はあったと思うんですけ
ど、たとえば抗議の電話をするとかですね、でもそ
ういう発想がなかったです。だから在特会が立ち上
がってから変わったこととか、結構あるんじゃない
かなって。インターネットの生中継もやってますし。
（周囲に話す人は）大学の頃はちょくちょくそうい
う話題･･･それ（在特会に参加する）以前はなかなか
ないですね。世間話程度ですね。 
（フィリピン人一家のことも受け皿がなければそ
のままに）多分その可能性は大いにあったと思いま
す。せいぜい周りの人に知らせるしか。今はいろん
な手段を手に入れたんで。結構在特会ってデモ、街
宣派手にやって、そればっかりって思われてるかも
しれないんですけど、結構地道なこともやってるん
ですよ。本当に1人でもやれることだったら、チラ
シを印刷してポスティングしていく。あとは、電話
かるとか葉書送るとか。結構、そういうのの割合も
同じくらい大きいですよ、表に出てやる（ことと比
較しても）。当時はそういう手段があるっていうのも
知らなかったですし。 
活動のベースになっているのは、歴史の問題そし
てマスコミの違和感です。もともとはそんなにテレ
ビなんか見ないんですよ。見なくても気になるくら
いになったのが、カルデロン一家の時かなって感じ
ですね。本当にテレビ見ませんもの。小さい頃はア
ニメとか見てましたけど、それこそ今は競馬中継し
かみないです。（競馬は）やってますよ、ちょこちょ
こ。 
 
４．運動経験で得たもの 
  そういう活動を目の当たりにしたのも初めてでし
たし、生で。方向性が見えてきたっていうか。「こう
いうことを積み上げて変えていけるかもしれない
な」って。（初対面でも）まったくそういうのは･･･
人見知りしない性格なのかな。今思ったら、女の子
1人であまりないのかも。（女性のメンバーも）いな
いです。（やりにくくないですか）まったくそんなこ
とは･･･。すぐ打ち解けますし。 
  新鮮さはすごいありましたね。結構人数集まって
たんですよ。日章旗を持って、横断幕を持って、マ
イク持って、大通りを歩いてアピールするって。（そ
れから）ほぼ毎回（の参加）です。（繁華街は）職場
からもうちょっと足を伸ばしてって感じなんで、そ
こまで（負担では）。（知っている人が通る可能性は）
あるかもしれないですね。実際ありましたね、声か
けられたことはなかったんですけど、後から動画確
認したら映ってたっていうことは。 
  やっぱり、在特会が立ち上がってそういう活動が
芽生えてきて、継続しないといけないんで。さらに
拡大しないといけない、というのがあったんで。最
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初の頃なんか、本当にただ突っ立ってるだけだった
んですけど、それでもやんなきゃいけないし。それ
に実際現場でそうやってがんばっている人たち見た
ら、活動があるのに自分が特別な理由もなく参加し
ないっていうのも、自分の気がすまない。本当にみ
んなまじめなんですよ。 
  （関心があるテーマは）順番つけられないかもし
れないです。考えてみてもいいですか･･･。朝鮮学校
の無償化かもしれないですね。何が何でもおかしい
だろうって。朝鮮学校に公金を支出するっていうの
は。どういう学校かっていうのは、調べたらすぐわ
かりますし。まあでも、他にも･･･どれが一番ってい
うのはないです。生活保護の問題も大問題だし。も
ちろん、外国人参政権も。でもそれは、実際に実行
されていませんから、現在進行中っていうことでは
生活保護だったり歴史の問題だったりしますね。（歴
史の問題というのは）だから、やってるんですよ、
水曜デモとか、そういう人たち地元にもいるんです
よ。署名活動したり、やってるんですよね。そうい
う人たちがいるっていうのは知ってたんですけど、
地元で活発に活動しているというのは思ってなかっ
たです。 
  （得られたものは）何もないです。本当はやりた
くないやりたくないと思いながら、実はやってるん
ですよ。街の真ん中で街宣やってもほとんど誰も聞
かないし。しんどいだけだし。時間もお金も使いま
すし。相手側と対峙するとか、そういうイベントの
時ってむちゃくちゃストレスたまりますし。「許せん
な」っていう。やる必要のない世の中になったらい
いな、ということです。やらないと押される一方な
んで。今、在特会を叩いたり、誹謗中傷とかありま
すけど、それって裏を返せばそれだけ脅威となって
るんじゃないかなって。極端にいうと、相手が嫌が
ることをどんどんやんなきゃなって。やらないでよ
かったらそれに越したことはないですけど、見て見
ぬふりはできないですし。 
  （運動しない生活に戻ることは）できないです。
危機感があるから･･･。今が勝負どころっていうか。
今一歩も引いてはいけないんじゃないかって思いま
す。領土問題にしても、在日の問題にしてもですね。
やっぱり活動のエネルギーっていったら、危機感で
あったり、怒りであったり。自分がおかしいって思
ってるから、それをごまかせないですね。思ったら
行動する派なんで。 
やっぱり一定の効果は感じてるんですよ。在日特
権を許さない市民の会が会員数1万人を超えて、そ
の亜種っていったらヘンだけど、いろんな協賛団体
のようなものも出てきたし。やっぱりこれが社会運
動として拡大していってるな、という手応えは感じ
てます。だから、寂しくて参加している人っている
かもしれないんですけど、そういう人（の参加）で
も極端に言っちゃえばなんでもいいんですよ。そう
いう人でも参加して、その人の参加が結果としてプ
ラスになるのであれば、それはいいかなと思ってま
す。何も得られたものってないんですけど、これか
らですね。とにかく今は動くしかないって感じです。 
  （仲間との関係は）それは大きいです。支部長と
かお会いになりましたか？支部長にしても、他の仲
間にしても、めっちゃ愛してます。本当、まっすぐ
なんですよ。いくらそういう政治の問題っていって
も、「そういうこともあるんじゃない、いろんな人が
いるから」ってそういう人がいますよね。そうじゃ
なくって、真剣に怒る、そして動く。いくら周りの
人に話をしても、自分の目の前の生活のことしか頭
にないから、「まあ、いろんな人がおるけんね」「ど
っちもどっちやな」みたいな、そういう感じになっ
てしまうんですよね。（でも在特会の人は）めちゃく
ちゃ真剣なんですよ。（打ち上げの時も）盛り上がり
ます。というか、その日の活動の反省ですよね、あ
と情報交換。そして次の打ち合わせって感じですね。 
 
５．結語に代えて 
  M氏は、大学生時代から『正論』を購読するなど、
相当に保守的なイデオロギーを持っていた。その意
味で、イデオロギー的に大きく変化したから在特会
に参加したわけではなく、本人も述べるように「受
け皿」があればもっと早期から保守系の運動に参加
していたと思われる。購読者の平均年齢が相当高い
と思われる『正論』を20歳前後で読んでいた点で、
M氏はかなり特異な例に入る。 
  だが、そうしたイデオロギーだけではなく、M氏
にはかなりの積極性が見られる。彼女は、交際相手
を在特会の活動に誘い、彼も活動家に仕立てて共に
活動してきた。安田（2012）のルポルタージュでも
描かれる在特会の活動家は、家族にも友人にも活動
のことを言わず、個々ばらばらに参加するというも
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のであった。そうした活動家像からしても、M氏は
かなり特異な部類に入る。自らのイデオロギーを隠
すわけでもなく、交際相手を活動に引き入れるだけ
の主導権も示す。その意味で、これまで排外主義運
動について言われてきた、孤立した弱者というイメ
ージから、ある意味でもっとも遠い存在なのかもし
れない。それは、女性であるにもかかわらず参加す
るというジェンダー･バイアスの乗り越え要因とし
て、どこまで一般化できるかわからない。女性の保
守団体の活動家も含めた研究、あるいは男性の側か
らのジェンダー視点を用いた研究が必要になるだろ
う。 
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